
中小企業の事業承継の場面で、株式譲渡・事業譲渡・会社分割・営業用財産
の譲渡・通常清算を用いる場合の、要件効果の注意点・利害得失・問題意識

―各手段の相違と類似性（紛らわしさ）を踏まえて―

第
1

各
手
段
の
利
害
得
失
・
注
意
点
の
比
較

1

株
式
譲
渡
に
つ
い
て

株
式
譲
渡
は
、
単
純
に
先
代

経
営
者
か
ら
、
後
継
者
に
、
株

式
を
売
却
・
贈
与
す
る
こ
と
で

あ
り
、
事
業
承
継
の
手
段
と
し

て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
ま

す
。そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
簡
便
な
こ

と
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意

点
は
、
①
当
該
中
小
企
業
が
会

社
法
の
手
続
を
遵
守
せ
ず
に
運

営
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、
従
前

の
役
員
（
会
社
法
4
2
3
条
、

4
2
9
条
）
や
従
前
の
株
主

（
会
社
法
1
2
0
条
）
の
会
社

に
対
す
る
損
害
賠
償
等
の
債
務

（
会
社
が
旧
役
員
等
に
対
し
て

有
す
る
債
権
＝
会
社
財
産
）
が

発
生
し
て
い
る
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
、
②
相
続
争
い
が
想
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
遺
産
分
割

や
遺
留
分
と
の
関
係
で
、
株
価

（
時
価
）
を
慎
重
に
算
定
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

2

単
な
る
営
業
用
財
産
譲
渡

こ
れ
は
、（
特
段
営
業
譲
渡

の
合
意
を
せ
ず
）
先
代
経
営
者

か
ら
後
継
者
に
対
し
、
店
舗
の

土
地
建
物
等
営
業
用
財
産
（
の

み
）
を
売
却
・
贈
与
す
る
こ
と

で
あ
り
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
簡
便

（
株
主
総
会
の
特
別
決
議
が
不

要
、
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請

求
権
は
無
い
）
で
あ
り
、
②
株

価
や
営
業
権
の
算
定
も
不
要
、

③
土
地
・
建
物
の
買
主
か
ら
従

前
の
会
社
の
運
営
に
つ
い
て
役

員
等
の
責
任
を
云
々
さ
れ
る
リ

ス
ク
が
通
常
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意
点

は
、
こ
の
手
段
を
①
事
業
承
継

の
場
面
で
用
い
る
と
、「
事
業

（
商
売
）
が
承
継
」
し
て
い
る

以
上
、
他
の
相
続
人
・
税
務
調

査
官
等
か
ら
「
事
業
譲
渡
規

制
」（
後
述
）
の
潜
脱
で
あ
る

と
指
摘
・
認
定
を
さ
れ
る
畏
れ

が
あ
り
、
②
取
締
役
会
設
置
株

式
会
社
で
は
、「
重
要
財
産
処

分
・
譲
受
」（
会
社
法
3
6
2

条
4
項
1
号
）
に
該
当
す
れ

ば
、（
当
該
営
業
用
財
産
譲
渡

に
）
取
締
役
会
承
認
決
議
が
必

要
な
こ
と
で
す
（
違
反
す
る
と

民
法
93
条
但
書
類
推
適
用
に
よ

り
売
買
契
約
が
無
効
と
さ
れ
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
）。

3

事
業
譲
渡
（
営
業
譲
渡
）

事
業
譲
渡
と
は
、
要
す
る

に
、
あ
る
営
業
（
商
売
）
を
す

る
た
め
の
財
産
一
式
を
、
顧
客

や
の
れ
ん
等
と
伴
に
、
営
業
活

動
を
続
け
た
ま
ま
、
売
却
・
贈

与
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
の
通
常
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

先
代
経
営
者
の
会
社
の
財
産

を
、
営
業
上
の
利
益
を
生
み
出

し
て
い
る
状
態
で
、
単
に
土
地

建
物
を
売
却
す
る
場
合
よ
り
高

額
で
譲
渡
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意
点

は
、
①
「
事
業
」
の
対
価
算
定

の
必
要
、
②
事
業
の
全
部
・
重

要
な
一
部
の
譲
渡
会
社
の
株
主

総
会
の
特
別
決
議
、
事
業
の
全

部
の
譲
受
会
社
の
株
主
総
会
の

特
別
決
議
が
必
要
な
こ
と
、
③

反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
権

へ
の
対
応
（
株
価
の
算
定
、
合

意
で
き
な
け
れ
ば
裁
判
の
費
用

と
時
間
）
が
必
要
に
な
る
こ
と

等
で
す
。

4

会
社
分
割

会
社
分
割
と
は
、
あ
る
会
社

（
先
代
経
営
者
の
会
社
・
分
割

会
社
）
が
、
そ
の
「
事
業
」
に

関
す
る
権
利
義
務
の
全
部
ま
た

は
「
一
部
」
を
、
既
存
の
（
吸

収
分
割
）、
あ
る
い
は
会
社
分

割
に
よ
り
新
た
に
設
立
す
る

（
新
設
分
割
）
他
の
会
社
（
後

継
者
の
会
社
・
承
継
会
社
等
）

に
、
承
継
さ
せ
る
組
織
法
上
の

行
為
（
会
社
の
組
織
を
変
動
さ

せ
る
行
為
）
を
い
い
ま
す
。

会
社
分
割
の
本
質
は
、
要
す

る
に
、
先
代
の
会
社
か
ら
後
継

者
の
会
社
に
「
事
業
」（
事
業

譲
渡
の
事
業
）
又
は
「
単
な
る

営
業
用
財
産
」（
前
述
）
を
移

転
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
、
後

継
者
の
会
社
が
先
代
の
会
社
に

金
銭
又
は
後
継
者
の
会
社
の
株

式
を
移
転
す
る
こ
と
（
新
設
分

割
の
対
価
は
株
式
の
み
）
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
会
社

分
割
は
、
事
業
譲
渡
（
売
却
）

や
営
業
用
財
産
売
買
に
相
当
類

似
す
る
（
紛
ら
わ
し
い
）
と
い

え
ま
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
労
働

者
保
護
手
続
に
よ
り
、
先
代
の

会
社
か
ら
後
継
者
の
会
社
に
転

籍
さ
せ
た
い
従
業
員
を
転
籍
さ

せ
易
い
こ
と
、
②
新
設
分
割
の

場
合
に
は
新
設
会
社
の
新
し
い

（
リ
ス
ク
の
少
な
い
）
株
式
が

対
価
と
な
る
こ
と
、
③
「
事
業

譲
渡
」
の
定
義
（
前
述
）
に
該

当
せ
ず
と
も
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
等
で
す
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意
点

は
、
①
「
事
業
」
等
の
対
価
算

定
が
必
要
、
②
吸
収
分
割
の
対

価
が
承
継
会
社
株
式
の
場
合
、

承
継
会
社
の
株
価
算
定
が
必

要
、
③
分
割
会
社
・
承
継
会
社

の
株
主
総
会
の
特
別
決
議
が
必

要
、
④
反
対
株
主
の
株
式
買
取

請
求
権
へ
の
対
応
が
必
要
な
こ

と
等
で
す
。

な
お
、
特
に
中
小
企
業
の
会

社
分
割
に
お
い
て
、
従
業
員
の

方
々
に
心
機
一
転
や
る
気
を
も

っ
て
頂
く
た
め
に
は
、
労
働
者

保
護
手
続
は
最
後
の
手
段
と

し
、
会
社
の
社
長
・
役
員
が

個
々
の
従
業
員
に
誠
意
を
も
っ

て
説
明
・
転
籍
の
お
願
い
を
す

る
の
が
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

5

解
散
・
清
算
手
続
の
利
用

に
つ
い
て

解
散
・
通
常
清
算
に
よ
り
、

営
業
用
財
産
や
事
業
を
換
価
す

る
手
続
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
株

式
買
取
請
求
へ
の
対
応
や
②
株

価
算
定
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、

③
い
わ
ゆ
る
経
営
者
貸
付
の
問

題
を
処
理
で
き
る
こ
と
等
で
あ

り
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・
注
意

点
は
、
①
解
散
を
す
る
際
に
株

主
総
会
の
特
別
決
議
が
必
要
、

②
解
散
・
通
常
清
算
を
す
る
た

め
に
あ
る
程
度
の
期
間
（
会
社

法
4
9
9
条
参
照
：
清
算
株
式

会
社
は
、
債
権
者
に
一
定
期
間

内
に
そ
の
債
権
を
申
し
出
る
べ

き
旨
を
官
報
に
公
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当
該
期
間
は

「
2
箇
月
」
を
下
る
こ
と
が
で

き
な
い
。）
を
要
す
る
こ
と
で

す
。

6

な
お
、
何
れ
の
手
段
も
、

事
業
承
継
の
際
に
、
債
権
者
の

債
権
を
免
脱
す
る
行
為
（
詐
害

行
為
）
を
す
る
こ
と
は
規
制
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

第
2

各
手
段
の
類
似
性

1

①
株
式
譲
渡
（
売
却
・
贈

与
）、
②
店
舗
敷
地
等
の
営
業

用
財
産
譲
渡
、
③
事
業
譲
渡
、

④
会
社
分
割
、
⑤
解
散
・
清
算

を
利
用
し
た
財
産
の
承
継
は
、

何
れ
も
中
小
企
業
の
事
業
承
継

・
相
続
の
手
段
と
し
て
用
い
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
を
「
事
業
（
つ
ま
り
商
売

の
）
承
継
」
の
手
段
と
し
て
用

い
る
場
合
、
何
れ
も
、
先
代
経

営
者
か
ら
後
継
者
に
「
事
業

（
＝
商
売
・
営
業
活
動
）」
が

承
継
さ
れ
る
た
め
、
外
部
（
他

の
相
続
人
や
税
務
調
査
官
等
）

か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は
当
の

経
営
者
御
自
身
に
と
っ
て
も
、

紛
ら
わ
し
い
側
面
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
会
社
分
割
や
事
業

譲
渡
は
、
一
見
難
解
な
制
度
の

た
め
、
高
齢
の
先
代
経
営
者
等

が
そ
の
手
段
の
内
容
や
、
何

故
、
そ
の
手
段
を
採
用
す
る
か

を
十
分
理
解
せ
ず
、
単
に
事
業

承
継
な
い
し
節
税
の
方
便
と
す

る
意
識
し
か
有
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
民
法
・
会
社
法
、
税

法
上
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。

2

上
記
各
手
段
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
勘
案
し
、
当

該
ケ
ー
ス
で
用
い
得
る
事
業
承

継
の
手
段
が
一
つ
し
か
な
い
場

合
、
租
税
回
避
と
さ
れ
る
リ
ス

ク
は
小
さ
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
手
段
が
複
数
考
え
ら
れ
る

場
合
に
は
、
何
故
に
そ
の
手
段

を
採
用
す
る
の
か
、
節
税
以
外

の
経
済
的
合
理
性
あ
る
実
質
的

理
由
を
、
関
与
先
の
先
代
経
営

者
・
後
継
者
御
本
人
共
々
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
（
御
本
人
が

当
該
事
業
承
継
手
段
を
明
瞭
に

理
解
し
て
行
っ
た
旨
の
確
た
る

証
拠
の
保
全
も
含
め
）
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

第
3

問
題
意
識

1

こ
の
よ
う
に
、
株
式
譲
渡

・
事
業
譲
渡
・
会
社
分
割
・
営

業
用
財
産
の
譲
渡
・
通
常
清
算

を
事
業
承
継
の
手
段
と
し
て
用

い
る
場
合
、
ど
の
手
段
も
（
法

律
上
又
は
事
実
上
）「
先
代
か

ら
後
継
者
に
当
該
事
業
（
＝
商

売
・
営
業
活
動
）
が
移
転
す

る
」
こ
と
に
な
る
点
類
似
い
た

し
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お

り
、
こ
れ
ら
の
税
法
上
の
扱
い

（
財
産
評
価
方
法
・
課
税
要

件
）
は
、
相
当
異
な
り
ま
す
。

2

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
各
手
段

に
よ
り
、
何
れ
も
会
社
の
事
業

が
承
継
さ
れ
得
る
の
に
、
税
法

上
の
扱
い
が
違
う
実
質
的
理
由

（
趣
旨
）
は
何
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
そ
の
理
由
に
は
、
①

会
社
法
上
の
違
い
が
税
法
に
反

映
し
て
い
る
も
の
と
、
②
税
法

独
自
の
考
慮
に
基
づ
く
理
由
が

あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
①

の
「
会
社
法
上
の
違
い
」
に
つ

い
て
若
干
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

3

承
継
す
る
財
産
の
違
い

①

株
式
譲
渡
は
、
会
社
の
権

利
・「
義
務
」
の
全
て
と
社
員

権
（
議
決
権
・
利
益
配
当
請
求

権
等
）
を
承
継
さ
せ
ま
す
が
、

他
の
手
段
は
、
ⅰ
社
員
権
を
承

継
さ
せ
ず
、
ⅱ
必
ず
し
も
「
債

務
」
を
承
継
さ
せ
る
必
要
も
な

く
、
ⅲ
財
産
の
一
部
だ
け
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②

事
業
譲
渡
は
、「
法
律
上

必
ず
」
営
業
活
動
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す

が
、
会
社
分
割
・
単
な
る
営
業

用
財
産
譲
渡
は
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

4

各
制
度
の
独
自
の
制
度
趣

旨
各
手
段
に
は
、
株
式
譲
渡

（
会
社
の
全
財
産
と
経
営
権
の

移
転
）、
事
業
譲
渡
（
営
業
財

産
を
利
益
を
生
み
出
す
状
態
で

高
く
売
る
）、
会
社
分
割
（
経

営
の
効
率
化
等
）、
営
業
用
財

産
譲
渡
（
民
法
の
売
買
贈
与
の

趣
旨
）、
通
常
清
算
（
公
平
な

換
価
・
清
算
）
と
い
う
独
自
の

趣
旨
が
ご
ざ
い
ま
す
。

5

こ
れ
ら
の
各
手
段
に
つ

き
、
①
「
会
社
法
上
の
違
い
」

が
税
法
上
の
違
い
に
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
る
の
か
、
②
税

法
独
自
の
い
か
な
る
考
慮
に
よ

り
税
法
上
の
違
い
が
生
じ
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
本
税
務
会
計
学
会
の
今

後
の
論
議
に
委
ね
た
い
と
思
い

ま
す
。
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